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１９ SNS を利用した図書館情報発信 

和歌山県 和歌山県立きのくに青雲高等学校 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 和歌山市吹上五丁目 

６番８号 

児童生徒数 1,241 人 

教職員数 106 人 

蔵書数 約 27,000 冊 

年間貸出冊数 1,885 冊 

  
【テーマ】読書啓発・指導 

【活動のねらい】 

 本校では、小・中学校時代に不登校や病気などで学習が不十分で
あったり、経済的に苦しい家庭環境にいる生徒が少なくない。豊か
な読書経験や学校図書館に親しんだ経験がほとんどなく、概して活
字嫌いな生徒が多い。そのため「図書館だより」のような印刷物を
発行しても読まれている実感が乏しかった。 

 また、通信制は登校の回数が少なく、アルバイトなどで多忙な生徒
たちが多い実態を考えると、従来のまま紙ベースだけで広報をする
のには限界があると感じていた。 

 そこで若い彼らにとって身近な SNS なら、気軽にいつでも見られる
のではないかと考えた。写真を添付して視覚的に訴えられ、迅速に
情報を伝える手段としても有効である。また、県内ではこのような取
組は初めてで目新しく、図書館や読書に無関心な生徒にもアピール
できると考えた。 

 

 
 
 

 平成 28 年５月からツイッターを使って図書館

の情報発信を始めた。 

 ツイートは学校司書が行い、県より支給されて

いる司書室内のパソコンから発信している。 

 ツイートの主な内容は新着図書や開館時間の

変更のお知らせ、利用者の読後の感想や学校司

書のおすすめの本、生徒とのやりとり、行事の

告知や様子など多様である。 

ツイート事例（１）本の紹介（紹介した本を借りた生
徒の感想をリツイートを利用してさらに紹介） 

ツイート事例（２）新着図書の紹介（図書館だより（月
に 1 度発行）よりも迅速に紹介） 

 
 

 
 
 

 ツイッターを始めても、実際にアカウントを見

てもらうのは簡単ではなかった。新入生のオリ

エンテーションで丁寧に紹介し、校内にポスタ

ーを貼って図書館だよりにも毎回アカウント

を記すなどした。 

 最初の頃、ツイートする内容は基本的に本や図

書館に関することだけだった。しかし、ある生

徒に「本のことばかりでつまらないから最近見
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ていない」と言われた。 

 せっかく見てくれたのに図書館だよりのよう

な話題だけでは結局活字嫌いな生徒にはスル

ーされるということに気づかされた。 

 ある程度は図書館に関係の無いことをつぶや

ける気楽さもツイッターの良い点である。形式

張らずに、校内で見つけたちょっとしたことや

世の中のトレンドなどを方言も交えた親しみ

やすい口調でツイートすることを心がけるよ

うにした。 

 また、生徒以外にもフォローしてくれる一般の

方が増えたが、常に生徒に向けたツイートであ

ることを意識するようにしている。 

 とにかく図書館の敷居を下げて来館してもら

えるよう多様な話題とし、そして読書に興味が

ある生徒には読書の世界をさらに広げられる

ような話題とするなど、現在も試行錯誤してい

る。 

ツイート事例（３）図書館企画の紹介（他にも雑誌の
ふろくの抽選や長期休み前の特別貸出など） 

 

 SNS 運営を開始する前に、簡易なもので構わ

ないのでアカウント運用ポリシーを作成して

おくとスムーズに運営できる。運営していくう

ちにわかってくることも多いため、その都度改

定していけばよいと思う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書館 Twitter アカウント運用ポリシー 
 
 

 
 
 

 一概にツイッターの効果だけとは言えないが、

この取組を始める前に比べて一人当たりの貸

出冊数は増加した。 

 本を紹介した後は、すぐに画面を見せながら借

りに来たり、以前のツイートをスクリーンショ

ットで保存して問い合わせに来る生徒もいる。 

 また学校を休みがちな生徒でもリプライや

DM でつながっていられるなど、SNS ならで

はの便利さがある。 

 フォロワー数も年々多くなっているが、アカウ

ント名はほとんどが匿名のため、フォロワーの

うち本校の生徒が何人いるか正確に把握でき

ていない。 

 また、元々ツイッターをしていないという生徒

もいるため、図書館だよりの発行も続けている。 

 最近はインスタグラムをよく利用していると

いう声も多く、生徒の実情に合う方法を柔軟に

試していきたい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

取組・活動の成果や今後の展望 


